独 本土 上陸作戦 

—— 金 博士 シリ— ズ • 3- 



海 野 十三 



それにつ いで、 

よとう ぷん いしょ 

が 余 は 当分 失踪す る。 これ は 遺書で ある。 ドクトル 

金. 

と、 姿 は 見えない が、 特徴の ある 博士の 声で、 この 

文句が くりかえし 響く のであった。 

録音に よる 遺書が、 ォ ー ト マティックに 反復 放送 さ 

れ ている のだった。 

あの 新兵 器 発明 王 金 博士の とつぜんの 失踪！ 

博士 を 監視して いた 五十 七ケ 国の スパイ は、 いずれ 

きようぶ ま かんつう とうつう にわ 

も 各自の 胸部に、 未だ 貫通せ ざる 死刑 銃弾の 疼痛 を 俄 

かに 感じた ことであった。 



「上陸 第一歩に 際し、 イギリス 官憲の みならず、 ィギ 

リス 高射砲 隊 から もこの 鄭重 なる 挨拶 をう けようと 

は、 余の 予期せ ざり しと ころで ある」 

と 博士 は、 折から 空襲 実況 中継放送 中の BBC の マ 

イク を 通じて、 訪問の 初 挨拶 をした のであった。 

せっぱん きょう 

接伴 委員長の 力 ー ボン 卿 は、 金 博士が、 あまりに も 

くうばく か おどろ あ わ 

空爆 下に 無神経で ありすぎ るのに 愕き、 周章て て 

じゃく がんやく こうちゅう 

持薬の ジキ タリスの 丸薬 をお のが 口中に 放リ こむ と、 

さんばし ぎそう かやく だる 

金 博士 を 桟橋の 上に 積んだ 偽装 火薬 樽 のかげ に 引張リ 

こんだ。 

「ああ 力— ボン 卿、 ドイツ 空軍の ために、 こんなに 行 



わた しゃ くま 

き亘 つて 爆撃され たので は、 借 間が 高くな つて、 さぞ 

かし 巿民 はたい へんであろう」 

「おお 金 博士。 仰 有る とおりです。 借 間の 払底 を はじ 

め、 そのほか われわれ イギリス 国民 を 困らせる ことが 

おび.. こ i こ 

実に 夥 しいので す。 このと きわれ われ は、 はるばる 

東洋から 博士 を 迎え 得て、 千万 トンの ジャガ芋 を 得た 

ような 気が いたし まする」 

とうもろこし 

「ジャガ芋と は 失礼な こと をい う、 この 玉蜀黍め」 

と、 博士 は 中国語で いって、 

さんがい 

「この 空爆の 惨害 を、 余に どうしろ というの かね」 

「いやいや、 余 は 何とも 申した わけで はない。 博士 ど 



機密 を 洩らす ことなく、 自分お ひとりの 胸に 畳んで、 

黙々 として 実行な さる ことで ある」 

「お前さん のい うこと は、 むずかしくて、 余に は 分ら 

んょ」 

きし クラブ ふ う 

「いや、 つい 騎士 倶楽部 風の 言葉に なり ましたが、 要 

する に、 自分の 思った とおり 仕事 を やりとげる ために 

は、 機密事項 は 一 切お 喋りな さるな という 忠言です」 

「なるほど、 壁に 耳 あり、 後に スパイ ありと いう わけ 

じ やね。 よろしい。 今日 只今よ リ、 大いに 気をつける- 

尤も、 わし は スパイ 禍を さける ことなら、 上海で もつ 

て、 相当 修業して 来て おります わい」 



上から、 こつこつと 叩いて みせた 
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ばんさんかい 

ロンドンの 地下 ホテルの 大広間で、 国防 晩餐会が 

もよお 

催されて いる。 

その 大広間 は、 一見 ひろびろと していた。 ただ 真中 

のと ころに、 一 つの 卓子と、 それ を 取 囲む 十三の 椅子 

とが、 まるで 盆の 真中に 釦 が 落ちて いるよう な 恰好で、 



集って いた。 そして 卓上に は、 贅沢な 料理が、 大きな 

鉢に、 山の 如く 盛リ 合わされ、 そして レッテル を 見た 

だけで 酔つ ぱら いそうな 古い ウイ スキ ー ゃコ ニヤ ック 

が、 林の ように 並んで いた。 

そのと き、 広間の 北側の 扉が、 さっと 左右に 開いて、 

金ぴかの 将軍が 十二 人と、 それから 肘の ぬけそう な 

くろじゅす 

黒糯 子の 中国服 を 着た 金 博士と が、 ぞろぞろと 立ち 現 

れて、 その 設けの 席に ついた。 

「さあ、 ぼつぼつ 始めましょう」 

「各自、 お好きな ように、 セルフ. サ ー ヴ イス をして 

頂きましょう」 



ボ— ィ たち は、 完全に この 大広間から 追い出されて 

やみね だん 

いた。 しかも この 料理 は、 五 百パ— セントの 闇値 段で 

集められた 豪華な 料理であって、 これ 全て、 遠来の 金 

博士 —— いや、 イギリス 政府 及び 軍部が 今 は 命の綱と 

きょうお う 

頼む 新兵 器 発明 王の 金 博士に 対する 最高の 饗応 で 

あつたの である。 

さ つ そく 

「さて、 早速で は あるが、 金 博士に 相談に のって いた 

だく Y とに する」 

と、 座長 格の 世界 戦争 軍 総指揮官 ゴ ンゴラ 大将が 口 

を 開いた。 

「なるべくなら、 この 御馳走 を 全部 頂戴しての のちに 



一 座 を 見廻した。 

えんぎ 

(おや、 十三の 座席 は、 縁起で もない) 

将軍 は、 ちょっと 顔 を 曇らせた が、 胸の 前で 十字 を 

切って、 

おどろ 

「それ は 外で もない。 十三 —— いや、 諸君、 愕 いて は 

わがはい どくほん どじょう りく さくせん 

いけない。 吾輩 は、 ここに 極秘の 独 本土 上陸作戦 を 

じゅりつ 

樹立し ようと 思う 者で ある」 

一座 は、 俄かに ざわめいた。 将軍の なかには 愕 いて、 

さかずき の 

手に していた 盃 を 取 落とす 者 も あり、 嚥み 下ろし か 

わかどり きかん 

け て いた 若鶏の 肉 を 気管の 方 へ 送り こんで 目 を 白黒す 

る 者 もあった。 ただ 平然として 色 を 変えず、 飲み 且つ 



喰う 手 を 休めな か つ たの は 金 博士ば かりだ つ た。 

えい ごしょく 

「独 本土 上陸作戦、 それ は英 本土 上陸作戦の 誤植 —— 

いや 誤 言で はない か」 

「R 口、 断じて、 独 本土 上陸作戦 である」 

「ほほつ、 ゴ ンゴ ラ 総指揮官の 精神状態 を 医師に 鑑定 

せしめる 必要 ありと 思う が、 如何に」 

「いや、 もう 一 つ その 前に、 全国の 空軍基地に 対し、 

たんざ せんとうき とうじょう 

単座 戦闘機に ゴ ンゴ ラ 将軍 を 搭乗 せしめ ざるよう 

厳重 命令す ベ きで ある」 

「その 必要 は あるまい。 なぜと いって、 ゴ ンゴラ 将軍 

は、 幸 いにして 飛行機の 操縦が 出来ない から、 安心し 



た 国が あるかね。 ベル ギ ー を 見よ、 和 蘭 を 見よ、 チ エツ 

コを 見よ、 ポ ー ランド を 見よ、 それから ュ ー ゴを 見よ- 

しょうか いせき 

ギリシャ を 見よ、 蔣介石 を 見よ。 だから、 われわれ ィ 

ギリスが、 『ドイツよ、 お前 を 助ける』 と 申入れ ただけ 

また 

で、 ドイツ も 亦、 滅びざる を 得ないで あろう。 これ、 

きのう 

歴史上の 事実から 帰納した 最も 正確に して 且つ 安全な 

作戦 じ や」 

仲々 一 座の 納り がっかな いので、 ゴ ンゴラ 総指揮官 

は、 席 を 立って、 金 博士のと ころへ やって来た。 

「金 博士。 吾輩の 切なる お願いで ある。 新奇なる 兵器 

を 作って、 わが イギリスの 沿岸から 発し、 独 本土へ 上 



金 博士 は、 そのと き 顔 を 将軍に 近づけて いった。 

「今 誓約した こと は、 必ずや リ ます。 しかし 一体、 独 

本土へ 上陸と いって、 どこへ 上陸 すれば いいの かな。 

ブレ— メ ンかキ ー ル 軍港の あたりまで 行かなければ 満 

足しない のか、 それとも ドイツの 占領地帯で、 お 手近 

かいきょう きゅう 

かの ド ー ヴァ 海峡 を 越えて 旧 フランス 領の カレ ー あ 

さしつ か 

たりへ 上陸した だけで も 差支えない のか、 一体 どっち 

を 望む のかね」 

あ S 

金 博士に 大きく 出られて、 ゴ ンゴラ 総指揮官 は、 碧 

い 目玉 をぐ りぐ り 廻 わし、 

「どっちで も 結 溝です が、 一 つ 早い ところ 上陸して 貰 



であった。 

その 結果 は、 毎日 毎夜 それぞれの 情報 蒐集 官 から、 

ゴ ンゴラ 総指揮官の ところへ 集って きた。 

「金 博士 は、 本日 午前 十 時、 セ バス チア ン 料理店に 現 

わた ひる ざけ 

れ、 午後 二 時まで 四時 間に 亘り昼 酒 を やり、 大いに 

酩酊せ リ」 

「ふん、 大いに やっとるな」 

と、 ゴ ンゴラ 将軍 は 次の 報告書 を 取上げる。 

「金 博士 は、 本日 午後 二 時 十五 分より、 力 セィ. ホテ 

ルに 現れ、 飲酒 三時 間に 及べり。 午後 五 時 三十 分、 

退出す」 



ミ ン ガムの 特殊鋼 工場 へ 、 マ ン ガン 鋼 五十 トンの 注文 

を 発せり」 などと いう 工作 関係の ニュ— スは 入って い 

なかった ので ある。 ゴ ンゴラ 総指揮官 は、 飛行機に 

しょうどう か 

の つ て 特殊 飛行 を やって みたい 衝動 に 駆られて、 弱つ 

た。 

か， < に A-7 くろ お 

つ い にゴ ンゴ ラ 総指揮官の 勘忍 袋 の 緒が 切れ、 警 

衛隊に 命令して、 金 博士 を オムスク 酒場から 引き立て、 

官邸へ 連れて来させた のであった。 そのと き 金 博士 は、 

へ ベれ けに 大 酩酊の ていたらくであった。 

「う —い。 こら、 こんな 面白くない 酒場へ 引 張って 来 

やが つて。 こ ー ら、 そこにい る 大将。 早く ジン カク を 



持ち こい」 

におう さま こな な 

ゴ ンゴラ 大将 は、 仁王 様が せんぶりの 粉 を 嘗めた よ 

うな 顔 をして 博士の ぐにゃぐにゃした 肩 を鷲づ かみに 

した。 

「これ、 金 博士。 いかに 酒好きと はいえ、 酒ば かり 呑 

んで、 吾輩との 約束 を 無にする と は 遺憾で ある」 

さよ < りよ く 

総指揮官 は、 極 力 腹の 虫を殺して、 春の 海の よう 

に 穏 かに 云った。 

こ ま 

「おお、 お 主はゴ ンゴ ン 独楽の ゴ ン 将軍 じ や つ たな。 

今 聞いて り や、 聞い ちゃ いられね えこと を 余に 向って 

いったな」 



「吾輩 は、 三 週間、 いらいらして 暮 した。 その 間 博士 

は 酒ば かり 飲んで 暮 した。 例の 仕事に は、 すこしも 手 

が ついていない ではない か」 

「あつ はつ はつ はつ」 と 博士 は 笑って、 「お 主 は、 その 

こと を 心配して いるの か。 余 は イギリス 人の ように、 

やる といって 置いて やらん 人間と は 違う。 疑うなら、 

見せて やる ものが ある。 さあ、 余の 右足 を もって、 力 

一杯 引 張れ。 おい、 早く やれ。 酒 を 飲む 時間が 少 くな 

る。 なにしろ イギリス 製 ウイ スキ— とも、 間もなくお 

別れ だからな。 おい、 引 張れ」 

ゴ ンゴラ 総指揮官 は、 博士に B 促されて、 床に 膝 を 



つき、 博士の 右足 をつ かんで、 えいと 引いた。 すると、 

す ぼんと 音が して、 博士の 右 脚が、 太腿の あたりから 

抜けたり 
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…… と 見えた が、 驚く こと はない、 実は 金 博士が 右 

は ちょう ながぐつ 

脚に 履いて いた 肉色の 超 長靴が、 す ぼんと 抜けて、 ゴ 

ンゴラ 将軍の 手に 残った だけの ことであった。 



て すぐさま 設計した 渡洋 潜波& だ」 

「ああ 実に 素晴らしい。 さすが は 金 博士 だ。 これ を 

如何に 使う のです かな」 

「これ はつ まり、 一種の 潜水 艇 だが、 深く は 沈まない。 

ふね よう や ぼつ 

海面から、 この 艇の 背中が 漸く 没す る 位、 つまり 数字 

はめん くぐ 

でい えば、 波面から 二三 十 センチ 下に 潜り、 それ 以上 

は 潜らない 一 人 乗りの 潜波艇 だ」 

「ふむ、 ふむ」 

ぼうせんもう 

「これ を 作った わけ は、 如何なる 防潜網 も 海面 下 二 

メ ー トル 乃至 十数 メ— トル 下に 張って あるから、 普通 

の 潜水 艦艇で は、 突破 は 困難 だ。 また 普通の 潜水 艦艇 



に、 彼我の 水上 艦艇に 突き 当る から、 直ちに 警報 を 発 

せられて しまう。 従って ドイツ 本土 上陸 以前に、 殲滅 

のお それが ある。 これ はやめた よ」 

「惜しいで すな あ。 すると、 これ は 取り やめて、 以来 

-0, ナ ざ ナ 

自暴 酒と いう わけです か」 

「とんでもない。 余 は イギリス 人と は 違うよ。 余は既 

に、 ちゃんと 自信た つぶりの 新兵 器 を 作った」 

「それ は、 どういう 」 

「莫迦。 現行 兵器の 機密が、 他人に 洩らせる もの か」 

「でも、 吾輩 は 総指揮官 …… 」 

「総指揮官 とて B 用 は 出来ない。 とにかく 余 は 貴官と 



ばくりよ-つ 

「えつ」 といって いると き、 幕僚が 部屋へ とびこんで 

来た。 

「総指揮官。 只今 ドイツ 側が ビッグ • ニュ— スの 放送 

ことじ ゆうだ い 

を やって 居ります。 事 重大です が、 お聴きに なり ま 

す 力」 

「重大 事件？ はは あ、 あれ だな。 スィッチ を 入れな 

さい」 

スィッチが 入って、 ドイツ 放送局の アナ ゥンサ ー の 

こうせいき 

声が 高声 器 か ら 流れ だした。 

「 …… 繰返して 申 上げます。 本日 午後 五 時、 二百 名よ 

リ 成る ドイツ 将校 下士官兵の 一 隊は、 イギリス 本土よ 
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